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「
で
も
、
ど
う
し
て
東
京
じ
ゃ
な
く

群
馬
だ
っ
た
の
か
な
？
」。
旅
人
に
生

ま
れ
た
新
た
な
疑
問
に
右
島
館
長
が
答

え
る
。「
東
国
文
化
の
中
心
が
群
馬
だ
っ

た
理
由
は
、
自
然
環
境
に
あ
り
ま
す
」。

　

群
馬
は
山
に
囲
ま
れ
て
い
て
、
幾
筋

も
の
川
が
平
野
部
に
流
れ
込
み
、
農
業

に
と
っ
て
最
も
大
切
な
肥
沃
な
土
壌
と

豊
富
な
水
を
供
給
し
た
。
そ
う
し
た
中

か
ら
有
力
な
豪
族
が
生
ま
れ
て
き
た
と

い
う
。「
力
を
も
っ
た
豪
族
は
、
朝
鮮

半
島
な
ど
大
陸
と
の
交
流
も
積
極
的
に

行
い
、
灌
漑
用
水
を
利
用
し
た
大
規
模

な
農
業
を
行
い
、
ま
す
ま
す
勢
力
を
拡

大
し
て
い
き
ま
し
た
」（
右

島
館
長
）。

　

当
時
、
日
本
列
島
の
政
治
・

経
済
の
中
心
だ
っ
た
近
畿
地

方
を
治
め
て
い
た
ヤ
マ
ト
王

権
は
、
東
国
で
力
を
持
っ
た

豪
族
と
同
盟
を
結
び
、
関
東
、

東
北
へ
も
影
響
力
を
伸
ば
し

て
き
た
。
特
に
群
馬
で
は
、

５
世
紀
後
半
か
ら
馬
の
飼
育

と
生
産
が
盛
ん
に
な
り
、
上

質
な
馬
を
畿
内
へ
供
給
す
る

PROLOGUE
　

上
野
三
碑
の
ユ
ネ
ス
コ
「
世
界
の
記

憶
」
登
録
や
、
綿
貫
観
音
山
古
墳
出
土

品
の
国
宝
指
定
な
ど
県
内
外
で
東
国
文

化
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
群
馬

で
生
ま
れ
育
ち
、
地
元
を
中
心
に
活
動

す
る
女
優
・
手
島
実
優
さ
ん
が
旅
人
と

な
り
東
国
文
化
に
ま
つ
わ
る
物
語
を
知

る
た
め
、
国
宝
が
出
土
し
た
観
音
山
古

墳
と
群
馬
県
立
歴
史
博
物
館
を
訪
ね
た
。

　
「
子
ど
も
の
と
き
に
古
墳
に
行
き
ま

し
た
。
で
も
、
東
国
文
化
と
い
う
言
葉

は
初
め
て
聞
き
ま
し
た
。
ど
う
い
う
も

の
な
ん
で
す
か
？
」（
手
島
さ
ん
）

　
「
東
国
文
化
と
は
１
５
０
０
年
ほ
ど

前
、
古
墳
時
代
か
ら
奈
良
時
代
に
か
け

て
現
在
の
関
東
地
方
で
栄
え
た
文
化
の

こ
と
で
す
。
当
時
、
東
国
文
化
の
中
心

地
と
し
て
栄
え
た
の
が
群
馬
で
し
た
」

と
説
明
し
て
く
れ
た
の
は
群
馬
県
立
歴

史
博
物
館
の
特
別
館
長
・
右
島
和
夫
さ

ん
。
当
時
、
日
本
の
中
心
は
ヤ
マ
ト
王

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
い
っ
た
有
力
な

豪
族
の
存
在
が
群
馬
を
東
国
文
化
の

中
心
た
ら
し
め
た
要
因
だ
。
古
墳
時
代

が
終
わ
り
、
律
令
制
の
下
で
全
国
68
カ

国
を
４
等
級
に
分
け
た
際
に
、
現
在
の

群
馬
県
地
域
に
あ
た
る

上こ
う
ず
け
の
く
に

野
国
が
13
カ
国
し

か
な
い
最
上
級
の

「
大
国
」
に
分

類
さ
れ
る

な
ど
、
そ

の
後
も
東

国
の
中
心

と
し
て
の
繁

栄
が
続
い
た
。

「
外
国
人
が
た
く

さ
ん
い
た
な
ん
て
、

現
在
の
群
馬
に
も
通

じ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
よ
ね
」
と
右
島
館
長
。

　
「
古
墳
時
代
は
群
馬
に
た
く
さ
ん
馬

が
い
た
な
ん
て
び
っ
く
り
で
す
！ 

い

ろ
い
ろ
な
こ
と
が
わ
か
る
古
墳
や
埴

輪
を
も
っ
と
見
て
み
た
い
で
す
」
と
手

島
さ
ん
。
東
国
文
化
に
さ
ら
に
興
味
を

も
っ
た
よ
う
だ
。

「天井は大きな石ですね！」（手島さん）。
「22トンもあるんですよ。かつてこの天
井が崩れたおかげで、この古墳は盗掘を
免れたんです」（右島館長）。

権
が
あ
っ
た
奈
良
や
大
阪
。
な
ぜ
、
東

国
文
化
の
中
心
が
群
馬
だ
と
わ
か
る
の

か
？
「
そ
れ
は
古
墳
や
遺
跡
が
教
え
て

く
れ
ま
す
」
と
右
島
館
長
。

　

県
内
に
あ
る
古
墳
の
数
は
大
小
含
め

る
と
１
万
３
０
０
０
基
以
上
。
特
に
注

目
さ
れ
る
の
が
前
方
後
円
墳
。
大
型
の

前
方
後
円
墳
は
ヤ
マ
ト
王
権
の
許
可
が

な
け
れ
ば
造
る
こ
と
が
で
き
な
い
特
別

な
存
在
だ
。「
こ
の
綿
貫
観
音
山
古
墳

も
前
方
後
円
墳
で
全
長
97
ｍ
で
す
が
、

群
馬
に
は
１
０
０
ｍ
以
上
あ
る
古
墳
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
」（
右
島
館
長
）。

　

ほ
か
に
も
大
陸
か
ら
も
た
ら
さ
れ

た
金
銅
製
品
、
当
時
の
最
先
端
技
術
で

あ
っ
た
馬
や
鉄
の
生
産
な
ど
、
そ
の
こ

ろ
の
群
馬
の
経
済
的
な
豊
か
さ
や
先
進

性
を
証
明
す
る
遺
産
が
県
内
の
随
所

に
残
っ
て
い
る
。「
そ
ん
な
事
実
か
ら
、

群
馬
が
東
国
文
化
の
中
心
だ
っ
た
と
わ

か
る
の
で
す
」
と
右
島
館
長
。

6 世紀後半に造られた観音山古墳（高崎市）からは、大陸
の影響を受けた副葬品が多数出土した。所在する地名を冠
して「綿貫観音山古墳」とも呼ばれる。国史跡。

「中央にある三人童女という埴輪も綿貫
観音山古墳にあったものです。これも大
陸の影響を受けてますね」（右島館長）。

昔
は
本
当
に
馬
が
た
く
さ
ん

い
た
な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
！

Profile
女優
手島実優（てしま・みゆう）
1997 年生まれ。前橋市出身 ･
在住。映画、舞台、CMなど地
元を拠点に活躍する注目の女優。

飛 鳥
（終末期）　　　　      　　　　　　  （後期）　　　　　　　　（中期）　　　　　（前期）　　　　

旧石器縄文弥生奈 良 古
代
群
馬
の
年
表

７
４
１
年

　

上
野
国
分
寺
造
営
へ

７
２
６
年 

　

　

金
井
沢
碑
が
建
て
ら
れ
る

７
１
１
年
頃

　

多
胡
碑
が
建
て
ら
れ
る

６
８
１
年

　

山
上
碑
が
建
て
ら
れ
る

　

古
代
寺
院
建
立
始
ま
る

　

仏
教
文
化
の
波
及

７
世
紀

　

横
穴
式
石
室
を
持
つ

　

前
方
後
円
墳
の
築
造
が

　

隆
盛
す
る

６
世
紀

　

榛
名
山
が
二
度
噴
火

５
世
紀

４
世
紀

　

古
墳
の
築
造
が
始
ま
る

約
三
万
年
前　

　

ナ
イ
フ
形
石
器·

尖
頭
器

　

を
使
用

天
神
山
古
墳

前
橋
天
神
山
古
墳

岩
宿
遺
跡

お
富
士
山
古
墳

保
渡
田
古
墳
群

金
井
東
裏
遺
跡

挂
甲
の
武
人

大
室
古
墳
群

観
音
山
古
墳

観
音
塚
古
墳

山
王
廃
寺
跡

多
胡
碑

金
井
沢
碑

上
野
国
分
寺
跡

東
国
文
化
と
は
何
か
？
な
ぜ
群
馬
が
中
心
だ
っ
た
の
か
？

地
元
出
身
の
女
優·
手
島
実
優
が
、
各
地
の
史
跡
を
訪
ね
歩
き
、

東
国
文
化
の
謎
を
解
き
明
か
し
、
自
ら
の
ル
ー
ツ
に
迫
る
。

東
国
文
化
の
中
心
だ
っ
た

古
代
群
馬
の
謎
に
迫
る

黒
井
峯
遺
跡

　
（
中
期
ま
で
の
埋
葬
施
設

　

は
竪
穴
系
）

古 墳

旅人
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「
右
島
館
長
、
古
墳
や
埴
輪
を
見
る

と
き
の
ポ
イ
ン
ト
は
何
で
す
か
？
」。

　
「
古
墳
な
ら
形
と
大
き
さ
で
す
ね
。

古
墳
に
は
い
く
つ
か
の
形
が
あ
り
、

群
馬
県
内
で
は
前
方
後
円
墳
の
多
さ

が
目
立
ち
ま
す
。
大
型
古
墳
の
上
位

１
０
０
位
ま
で
に
５
つ
の
古
墳
が

入
っ
て
い
て
東
日
本
で
は
最
多
で
す
」

と
館
長
。

　

ま
た
、
遺
体
が
埋
葬
さ
れ

た
石
室
や
副
葬
品
を
見
る
こ

と
で
、
ど
の
よ
う
な
権
力
を

持
っ
た
人
の
古
墳
で
あ
っ
た

輪
の
配
置
な
ど
か
ら
当
時
の
生
活
様
式

や
儀
式
を
見
て
と
れ
る
こ
と
も
あ
る
と

い
う
。「
綿
貫
観
音
山
古
墳
の
人
物
埴

輪
の
衣
装
や
装
具
は
大
陸
の
影
響
が
色

濃
く
表
れ
て
い
ま
す
。当
時
に
す
れ
ば
、

か
な
り
ハ
イ
カ
ラ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す

よ
（
笑
）」（
右
島
館
長
）。

　
「
じ
ゃ
あ
埴
輪
っ
て
私
た
ち
の
祖
先

の
姿
な
ん
で
す
ね
。
な
ん
だ
か
急
に
身

近
な
存
在
に
思
え
て
き
ま
し
た
」
と
手

島
さ
ん
。

か
も
推
測
で
き
る
。「
綿
貫
観
音
山
古

墳
か
ら
は
、
冑か
ぶ
とや
帯
、
馬
具
な
ど
朝
鮮

半
島
と
の
つ
な
が
り
が
わ
か
る
副
葬
品

が
た
く
さ
ん
見
つ
か
り
ま
し
た
。
石
室

も
珍
し
い
大
陸
風
。
そ
の
こ
と
か
ら
大

陸
と
関
係
が
深
か
っ
た
人
の
古
墳
だ
っ

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
」
と
館
長
。

　

そ
し
て
、
埴
輪
か
ら
は
当
時
の
生
活

を
垣
間
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
特
に
、

人
物
や
動
物
の
埴
輪
は
、
個
々
の
埴
輪

か
ら
も
多
く
の
こ
と
が
わ
か
る
が
、
埴

　

古
墳
や
埴
輪
を
さ
ら
に
身
近
に
感
じ

る
よ
う
に
な
っ
た
手
島
さ
ん
。
最
後
に

右
島
館
長
が
大
切
な
こ
と
を
教
え
て
く

れ
た
。「
農
業
、
文
化
、
文
字
な
ど
先

進
文
化
や
技
術
の
導
入
、
渡
来
人
と
の

盛
ん
な
交
流
、
埴
輪
を
精
巧
に
作
る
も

の
づ
く
り
の
技
術
。
現
在
の
群
馬
に
共

通
す
る
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

東

国
文
化
は
、
ま
さ
に
群
馬
県
民
の
ル
ー

ツ
な
ん
で
す
よ
」。「
本
当
で
す
ね
！
東

国
文
化
は
私
た
ち
の
ル
ー
ツ
な
ん
で
す

ね
！
で
も
、
ど
う
し
て
群
馬
に
渡
来
人

が
多
か
っ
た
の
か
？
ど
う
や
っ
て
た
く

さ
ん
の
埴
輪
を
作
っ
た
の
か
？
そ
も
そ

も
群
馬
に
は
い
つ
か
ら
人
が
住
ん
で
い

た
の
か
？
東
国
文
化
に
つ
い
て
も
っ
と

知
り
た
い
で
す
」
と
手
島
さ
ん
。「
県

内
に
は
、
東
国
文
化
に
詳
し
い
研
究
者

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
東
国

文
化
の
語
り
部
で
す
。
訪
ね
歩
い
て
、

い
ろ
い
ろ
教
わ
っ
て
み
て
は
ど
う
で
す

か
？
」（
右
島
館
長
）。

　

こ
う
し
て
〈
旅
人
〉
の
あ
ら
た
な
る

旅
が
始
ま
っ
た
。

上／観音山古墳の築造当時の姿を再現したジ
オラマ。中／食料にも恵まれた豊かな風土が
東国の中心となった一因。下／馬具の副葬品
が多いのも群馬ならではの特徴。

東
国
文
化
は
群
馬
の
ル
ー
ツ
。

大
切
に
守
っ
て
い
き
た
い 古

墳
や
埴
輪
を
見
て

当
時
の
暮
ら
し
を
想
像
す
る 群馬県立歴史博物館

特別館長
右島和夫さん
専門は古墳時代。群馬
県職員として長年、文
化財保護に関わってき
た。平成 28 年より同
館館長、令和元年より
特別館長を務めている。

語り部

観音山古墳から出土し
た巫女の埴輪（群馬県
立歴史博物館保管）。
スカート風の衣装に大
陸の影響を垣間見られ
る。国宝。国（文化庁）
所有。

東
国
文
化
を
解
き
明
か
す

７
つ
の
物
語
と
謎

1 

古
墳

古
墳
大
国･
群
馬

そ
の
誕
生
と
発
展

　
2 

埴
輪

群
馬
の
埴
輪
は

質
も
量
も
全
国
屈
指

　
3 

噴
火

甲
を
着
て
見
つ
か
っ
た

古
墳
人
の
正
体
は
？

　
4 

副
葬
品

豪
華
な
副
葬
品
か
ら

何
が
わ
か
る
の
か
？

　
5 

上
野
三
碑

石
碑
は
誰
に
何
を

伝
え
て
い
る
の
か
？

　
6 

天
平
文
化

上
野
国
分
寺
七
重
塔
は

約
60
ｍ
の
高
さ
!?

　
7 

旧
石
器
時
代

旧
石
器
時
代
は

群
馬
で
発
見
さ
れ
た
？

P21 P19 P17 P15 P13 P9 P5

群馬県立歴史博物館の展示室。


